
囲
碁
部
の
近
況
は
昨
年
度
の
三

年
二
名
・
一
年
二
名
計
四
名
と
部

員
数
が
少
な
い
中
で
引
退
・
引
継

ぎ
が
行
わ
れ
、
本
年
度
初
め
は
部

員
二
名
の
み
と
な
り
部
活
と
し
て

の
活
動
も
困
難
を
極
め
た
。

ま
た
夏
の
全
県
大
会
団
体
戦
へ

の
出
場
も
危
ぶ
ま
れ
て
い
た
が
、

二
年
生
一
名
が
新
た
に
加
入
し
、

ぎ
り
ぎ
り
な
が
ら
無
事
に
出
場
。

団
体
は
秋
田
・
大
館
鳳
鳴
・
男
鹿

工
業
の
計
三
校
で
争
い
、
決
勝
戦

大
館
鳳
鳴
に
二
―
一
で
勝
利
し
、

優
勝
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

そ
し
て
東
京
都
千
代
田
区
日
本

棋
院
本
院
に
て
行
わ
れ
た
全
国
大

会
へ
出
場
し
た
。
し
か
し
全
国
の

壁
は
高
く
、
秋
高
勢
に
は
予
選
突

破
は
お
ろ
か
一
勝
す

ら
許
さ
な
か
っ
た
。

こ
の
大
会
で
強
く

感
じ
た
こ
と
は
自
分

達
の
技
量
は
県
内
で

は
通
用
し
て
も
全
国
で
は
太
刀
打

ち
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

こ
れ
を
踏
ま
え
、
来
年
度
の
目

標
は
県
団
体
優
勝
・
全
国
で
の
一

勝
で
あ
る
。
こ
の
目
標
は
現
在
の

部
活
の
状
況
を
知
る
人
が
聞
け
ば

笑
う
だ
ろ
う
。
部
員
は
三
名
、
部

活
も
週
一
回
で
き
る
か
ど
う
か
、

残
念
な
が
ら
活
動
的
と
は
言
え
ず

秋
の
新
人
大
会
で
は
そ
れ
を
証
明

す
る
か
の
様
に
成
績
は
振
る
わ
な

か
っ
た
。

し
か
し
、
部
活
単
位
で
の
活
動

が
で
き
な
い
か
ら
と
い
っ
て
全
く

活
動
し
て
い
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

部
員
一
人
一
人
が
個
人
で
棋
譜
並

べ
や
定
石
研
究
、

ネ
ッ
ト
碁
・
碁

会
所
に
て
対
局

を
行
う
な
ど
で

棋
力
の
向
上
に

努
め
て
い
る
。

但
し
ど
ん
な
競
技
で
も
当
然
努

力
し
て
い
る
の
は
自
分
だ
け
で
な

く
相
手
も
同
じ
で
あ
り
、
ま
た
勝

敗
は
運
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
も
し

ば
し
ば
あ
り
成
果
を
収
め
る
に
は

困
難
が
予
想
さ
れ
る
。
そ
れ
で
も

自
分
た
ち
の
努
力
の
成
果
を
信
じ

敢
え
て
前
記
の
目
標
を
掲
げ
る
の

で
あ
る
。
さ
ら
に
自
分
た
ち
の
代

で
部
員
数
が
０
に
な
る
と
い
う
悲

劇
を
生
み
出
さ
な
い
様
、
新
入
部

員
の
確
保
を
あ
る
意
味
何
よ
り
も

優
先
す
べ
き
課
題
と
し
て
、
早
急

に
解
決
へ
導
き
た
い
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
同
窓

会
諸
氏
の
今
ま
で
の
ご
支
援
に
感

謝
を
す
る
と
同
時
に
、
こ
れ
か
ら

ど
う
な
る
か
分
か
ら
な
い
囲
碁
部

で
す
が
、
以
後
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支

援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

「
日
中
二
十
一
世
紀
交
流
事
業
」

で
中
国
か
ら
来
日
し
て
い
る
高
校

生
の
う
ち
、
秋
田
を
訪
問
し
た
一

行
が
十
一
月
十
六
日
（
金
）
同
窓

会
館
「
羽
城
館
」
を
見
学
し
た
。

政
府
が
実
施
す
る
「
二
十
一
世

紀
東
ア
ジ
ア
青
少
年
大
交
流
計

画
」
の
一
環
で
あ
る
「
日
中
二
十

一
世
紀
交
流
事
業
」
の
第
六
陣
と

し
て
来
日
し
た
高
校
生
三
百
五
十

名
。
十
一
月
十
三
日
（
金
）
に
日

本
に
着
き
、
三
グ
ル
ー
プ
に
別
れ

て
日
本
各
地
を
訪
問
し
て
い
る
の

だ
が
、
秋
田
県
を
訪
れ
た
の
は
そ

の
う
ち
の
重
慶
、
遼
寧
省
出
身
者

で
引
率
者
を
含
む
二
十
三
名
。
そ

の
中
の
十
六
名
（
男
子
二
、
女
子

十
四
）
の
高
校
生
が
秋
田
高
校
を

訪
ね
た
。
引
率
の
先
生
一
名
と
通

訳
一
名
も
同
行
し
て
い
た
。

前
日
十
一
月
十
五
日
（
木
）
、

高
校
生
た
ち
は
秋
田
高
校
の
歓
迎

会
に
望
ん
だ
。
秋
高
生
の
吹
奏
楽

や
武
道
演
舞
等
の
他
に
訪
日
団
生

徒
の
出
し
物
等
も
あ
っ
た
イ
ベ
ン

ト
の
後
、
授
業
参
観
や
放
送
委
員

会
取
材
、
部
活
動
等
の
見
学
な
ど

を
し
て
交
流
を
深
め
た
高
校
生
た

ち
は
、
す
っ
か
り
打
ち
解
け
た
様

子
で
、
十
六
日
午
前
八
時
三
十
分

羽
城
館
に
入
っ
た
。

羽
城
館
で
は
柴
田
義
弘
校
長

（
昭
四
十
一
卒
）
の
写
真
展
「
彩

時
季
」
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、
写

真
に
映
し
出
さ
れ
た
秋
田
の
四
季

折
々
の
風
景
を
興
味
深
そ
う
に
鑑

賞
し
て
い
た
。

一
行
の
一
人
、
一
年
生
の
女
子

高
校
生
に
話
を
伺
っ
た
。

「
日
本
で
も
っ
と
も
印
象
深
か

っ
た
の
は
人
と
風
景
。
風
景
が
大

変
き
れ
い
で
、
人
も
と
て
も
親
切

な
の
が
心
に
残
っ
た
・
・
・
・

中
国
に
も
同
窓
会
は
あ
り
、
先

輩
た
ち
は
い
ろ
ん
な
催
し
物
を
し

て
く
れ
る
・
・
・
・

今
一
番
興
味
の
あ
る
の
は
日
本

語
。
ま
た
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
家

族
の
人
た
ち
と
も
っ
と
一
緒
に
い

た
い
。
別
れ
た
く
な
い
。
頑
張
っ

て
勉
強
し
て
中
国
の
文
化
を
紹
介

し
た
り
、
交
流
を
し
て
い
き
た

い
。」若い

感
受
性
で
若
者
た
ち
が
草

の
根
の
交
流
を
す
る
こ
と
は
相
互

理
解
の
た
め
の
第
一
歩
だ
と
感
じ

さ
せ
ら
れ
た
言
葉
だ
っ
た
。

羽
城
館
を
見
学
し
た
高
校
生
た

ち
は
教
職
員
や
、
秋
田
高
校
に
留

学
中
の
唐
さ
ん
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

受
け
入
れ
先
の
生
徒
た
ち
の
見
送

り
を
受
け
、
名
残
惜
し
そ
う
に
バ

ス
で
次
の
予
定
地
に
向
か
っ
た
。
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同
窓
会
館
展
示
資
料
室
に
て

中国の高校生「羽城館」訪問

人
は
親
切
、
風
景
は
き
れ
い

「
ス
テ
イ
先
」
も
っ
と
居
た
い

部
員
三
人
で
県
大
会
制
覇

全
国
の
壁
は
厚
か
っ
た

部長　柳 原 弘 幸


